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研究成果の概要（和文）：オーストラリアならびに福井市の人口移動データを用いて、(1)年齢による移動距離の変動
パターン、(2)スケールの異なる行動空間による生涯変動、(3)男性と女性との間での生涯変動、(4)移動頻度の年間変
動パターンについても分析を行った。その結果、(A)生活圏内での移動距離の生涯変動の周期と広域圏のそれとは、相
補的なリズムで出現する傾向がある、(B)市内移動と県内移動、県外移動、それぞれの移動頻度には、異なる特徴的な
年間変動パターンがある、（C)生涯変動も年間変動のパターンには男女差がある、などの知見を得た。移動行動のメカ
ニズムは空間スケールによって本質的に相違する。

研究成果の概要（英文）：Migration distances were analyzed using Australian Census and Sociodemographic 
Statistics of Fukui City. Problems were as follows: (1) changes in migration distances throughout 
lifetime, (2) age-specific profiles of migration distances achieved in different-sized areas, (3) 
differences between male and female groups, and (4) one-year-cyclic patterns of migration frequencies. 
The following points were made clear: (A) changing patterns in distances throughout lifetime were quite 
different and complementary between short- and log-distance migrations, (B) Migration frequencies in 
individual months show a clear one-year-cyclic pattern from January to December, and short-, and medium-, 
and long-distance migrations showed different cyclic patterns. (C) Temporal differences in migration 
behavior and distances were clear between female and male groups. Mechanisms of migration behavior are 
essentially different depending on the spatial scale of behavioral spheres.

研究分野： 人文地理学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 人口移動の研究のさまざまな側面につい
て、膨大な研究が蓄積されるなかにあって、
単純ではあるが、見過ごされていたり、デー
タ収集が困難で分析されることの少ない問
題がある。たとえば、移動距離の測定データ
や短距離移動の卓越（Ravenstein 1885）で
ある。また、生涯にわたる移動行動の変化に
ついては、頻度を取り上げた移動スケジュー
ルは提案され（Rogers et al. 1978）、豊富な
事例が報告されているが、空間的側面に関す
る同様のモデルは提案されていない。 
 
(2) 申請者が行ってきた都市内部の人口移動
や流動に関する空間分析（Tanaka 2002、田
中 2009）から、①空間行動に対する「場の
効果 spatial configuration」、②距離や方向を
標準化する方法をの提案、③男女差と年齢に
よる移動行動の差異の存在などを提示して
きた（田中、2007）。こうした研究成果をふ
まえ、空間と人間行動の相互規定的な関係性
についてさらなる解明を目指すことにした 
 
 
２．研究の目的 
人間行動の場である空間と行動主体であ

る人間との相互の関係性を明らかにするこ
とは、空間科学としての地理学の基本課題で
ある。本研究の目的は、年齢による人口移動
距離の違いをモデル化し、年次間や地域間の
比較分析に基づいて、移動距離における生涯
変動のメカニズムを解明することである。本
研究の最大の特色は、この移動距離の生涯変
動モデルを新たに提案する点にある。このモ
デルを用いた事例分析の蓄積は、空間と人間
の多様な関わり方を追求することにつなが
り、人間の空間行動の理論化に大きく貢献す
る意義を有する。 
 
 
３．研究の方法 
(1) データ収集：４年次のオーストラリア・
センサス（1991 年、2001 年（既入手したデ
ータの補完）、2006 年（既入手データの補完
分）、2011 年）から、全国 100 余りの統計地
域(Statistical District）間、ならびに、
各州の州都（キャンベラ、シドニー、メルボ
ルン、パース、アデレイド、ホバート、ダー
ウィン、ブリスベーン）内部の地方統計区
（Local Statistical Area）間について、セ
ンサス調査１年前もしくは５年前の住所か
らセンサス時への住所への移動について、男
女別ならびに年齢階級別（10 階級あるいは
15 階級区分）という小集団ごとに集計した移
動データをオーストラリア統計局より収集
した。2011 年データについて、データ集計地
区（全国の SD 地区、８大都市圏内の LSA 地
区）の中心点座標と周辺長、面積のデータを
入手。福井市の社会動態に関しては、2001 年
から 2009 年までの市内 48地区単位で男女別

に集計された都市内移動・県内移動・県外移
動のデータを収集した。 
 
(2) データ分析：次の諸項目について、収集
データを用いて分析を行った。①年齢集団ご
との移動行動の差異や、距離・方向の頻度分
布の析出。②距離収れん性やランダム性の要
素ならびにその水準、③都市圏ごとの地域性
や行動圏域のスケール、③年齢進行と移動距
離変化の対応性に関する男女別、行動圏域別
の分析、④移動距離の生涯変動と移動スケジ
ュール（移動率の生涯変動）との比較、⑤移
動頻度の一年周期の変動と移動の空間スケ
ールならびに性差、人口流動の方向（転入と
転出）との関係性、⑥都市内人口分布の空間
的変動に対する人口移動ならびに移動の空
間スケールの影響、⑦居住人口の性比の変動
に対する社会動態の影響。 
 
 
４．研究成果 
(1)年齢進行と移動の空間行動に関する分析
に関して、以下の論点を整理した。(a)移動
率の推移を説明変数とする migration 
schedule に対して、移動距離を被説明変数と
するモデルを設定する。(b)年齢と移動動機、
および移動動機と移動タイプ（近距離移動／
長距離移動、同一生活圏内移動／異なる生活
圏間移動）については、一定の対応関係が認
められている。年齢進行と移動距離とについ
ては、移動動機を仲介項とする関係性の存在
が推測できる。(c)移動動機により移動距離
が異なる傾向があることや、近距離移動と遠
距離移動では距離減衰関数の形態が異なる
ことなどから、空間スケールの規模によって、
人間の行動特性が異なると推測できる。(d)
都市内移動と都市の境界を越える移動とに
わけて、年齢進行と移動距離の関係を分析し
たところ、きわめて良好な関数適合の結果が
得られた。(e)いずれも、並行する複数の変
動プロセスの合成関数であることが特徴で
ある。(f)合成変動関数の相違度を生活圏の
空間的領域画定の指標として利用できる可
能性がある。 
 
(2)移動の空間範域の変動周期が、生活圏内
での移動の場合と広域圏での移動の場合と
を比較すると、相補的なリズムで出現する傾
向があることから、両タイプの移動が異なる
行動論理で行われていることが推測できた。
また、男女により周期リズムにややずれがあ
ることもこの推測を裏付ける。 
 
(3)福井市の社会動態データを用いて移動頻
度の一年周期の変動を分析した（田中、2015）。
市内・県内・県外という移動の空間スケール
の違いに応じた変動特性を男性と女性、転出
と転入による違いから検討した結果、市内移
動と県内移動、県外移動、それぞれの移動頻
度には、異なる特徴的な年間変動パターンが



あることが明らかになった。すなわち、市内
移動に関しては、年間を通して、女性の移動
が男性のそれを上回る（図１）。県内移動に
ついては、春のピーク時にのみ、男性の移動
が女性の移動を上回るのに対し、県外との間
での移動では、年間を通じて、男性の移動が
女性の移動を上回ることと、また、ほとんど
の月で転出が転入を上回ることが特徴的で
ある（図２）。県外移動の場合、転出ピーク
は転入ピークに先行する（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ １月から 12 月までの各月の男女別平
均人口移動数（2002～2008 年）―市内移動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図２ １月から 12 月までの各月の男女別平
均人口移動数（2002～2008 年）―県内他市町
村との間の転入・転出 
 
 
(4)年間変動パターンが比較的似ているのは、
市内移動と県内移動であった。他方、県外移
動の年間変動グラフは、変動パターン、変動
範囲の広さ、転入と転出ピークの出現時期の
ずれなどの点で、市内移動や県内移動とは異
なる特徴を示す。この分析結果は、行動空 
間のスケールの違いが移動行動の動機やメ
カニズムと深く関わることを示唆する。 
 
(5)人口分布に対する人口移動の影響を地区
ごとの転入率と転出率の関係性から分析し
た。横軸を転入率、縦軸を転出率とする散布
図（図４）では、おおむね、正の相関関係が
うかがえるが、転入超過地区よりも転出超過
地区のほうが多い。 転入超過地区と転出超

過地区の空間的分布（図４）は、明瞭に転出
超過傾向を示す。1990 年前後の人口分布（田
中、1995）よりも、転入増加地区が減少し、
都心からより遠い周辺部へ移行している。ま
た、市内移動による転入超過地帯よりも、県
内移動による転入超過地帯のほうが広いこ
とや、県外移動の場合、ほぼ全域で転出超過
であることなどから、人口分布の変動に関し
ても、人口移動空間の広狭の違いが影響して
いることが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図３ １月から 12 月までの各月の男女別平
均人口移動数（2002～2008 年）―福井県外地
域との間の転入・転出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
図４ 福井市内 48 地区ごとの転入率と転出
率の関係―市内・県内・県外移動の総数 
 



(6)地区の人口属性に対する人口移動の影響
を、性比（女性 100 人に対する男性人数）を
とりあげて分析したところ、大部分の地区で
は人口移動による居住者の性比への影響は
ほとんどないが、少数の地区では人口移動に
より居住者の性比の偏りが強まっていた（図
５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図５ 福井市内 48 地区ごとの転入者の性比
と住民の性比の間の関係 
 
 
(7)移動空間の広狭によって、移動行動の時
間的な周期性も人口分布への空間的な影響
も異なる。 行動の所与条件としての空間（空
間の制約）、人間の行動論理（男性と女性、
年齢による変化）、行動の結果としての空間
パターン（距離）という３側面の間には相互
の関係があることが確認できた。とりわけ、
距離は、人間行動の意志決定や制約にもなり
うる一方、行動の結果でもあるという二面的
な特性をもつ点で、また、行動の場である地
域特性の影響を受ける点で、地表における空
間行動の分析の鍵になる因子であることが
改めて明確になった(田中、2013)。 
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